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［背景］ 

瀬戸内海におけるサワラの漁獲量は1986年の6,255 ﾄﾝをピークに1998年の196トン

まで急激に減少しましたが、2004 年には 1,464 トンまで回復し、2005 年に 1,210 トン

となりました。1998 年から播磨灘と備讃瀬戸で香川・岡山・兵庫の漁業者が 9～11 月

の秋季操業を取り止めたのを端緒に、2002 年 4 月から 5 年間水産庁主導の下で瀬戸内

海関係 11 府県が資源回復計画に取り組んでいます。これまでの資源管理に効果があっ

たか、また 2007 年以降資源回復計画を継続するかが現在論議されています。これらの

背景の下で行ってきたサワラに関する研究の一端を紹介します。 

 

［研究成果の内容］ 

１．瀬戸内海のサワラはなぜ減ったか？ 

主要漁法の流し網では漁具・漁法が改善され、漁獲効率が増大しました。流し網の

許可隻数が減らない一方で、着業隻数が増え、更にはなつぎ網（巻網）が復活し、漁

獲努力が増え、結果的にとり過ぎとなりました。また 1970 年頃には平均 4 歳を漁獲

したのに、1992 年以降 1～2 歳中心に漁獲しています。サワラは 2 歳から産卵します

から、産卵の機会を十分与えていないわけで、とり方も悪くなりました。 

 

２．サワラを育む海の力は変わったか？ 

海洋では植物プランクトンのなかでも成長に珪酸塩を必要とする珪藻類から大型の

動物プランクトンを経て、イワシなどの小魚、更にサワラなどの大型魚へ続く魚類生

産が大きなエネルギーの流れです。しかし陸から海へ栄養塩（窒素と燐）の流入が増

えると、植物プランクトンのうち成長に珪酸塩を必要としない非珪藻類が有利となり、

この類が増えます。また近年排水中の燐の除去が進む一方、窒素の除去は進んでいな

いので、沿岸域では窒素と燐の比の値が高くなっています。このことが有害・有毒プ

ランクトンの赤潮形成を促進するという考え方もあります。このように非珪藻類の植

物プランクトンが増えると、それを餌とする小型の動物プランクトンが増え、それら

を餌としない魚類に対し、大小を選り好みしないクラゲが増える一因となります。ク

ラゲが多い海では珪藻類から大型魚へ続く魚類生産が縮小します。そのためサワラ資

源を育む海の容量（環境収容力）は小さくなっていると考えられます。 
 

３．サワラ資源はどこまで回復可能か？ 

   卵からふ化した仔魚はカタクチイワシのシラスを食べます。サワラの数はまず生み

出された卵の多寡、次に餌のシラスが多いか少ないかで決まり、それがサゴシの数に

つながると想定しています。後は人間がサゴシでとるか、より大きくしてとるかです。 
瀬戸内海は 1960～1990 年までイワシが多く、いわば〝イワシの海〟でした。この

時代サワラ資源は増大し、漁獲量が増加する余地がありました。1990 年以降〝クラゲ

の海〟となり、サワラに有利な状態でなくなりました。クラゲの海ではカタクチイワ

シが減りましたが、それ以上にサワラやトラフグが減りました。サワラやトラフグは

高価格種であるが故に強い漁獲にさらされたからです。クラゲの海におけるサワラの

資源回復の上限値は今のところ 1990 年頃のカタクチイワシの資源水準に対応したサ

ワラの資源水準であろうとみています。それはサワラの漁獲がピークであった 1986



年頃の資源量の 1／3 の水準にあたる 5,800 トンです。 
    

４．適正な漁獲量はどれくらいか？ 

瀬戸内海におけるサワラの資源量は 1998 年を底に増加していましたが、2004 年に減

少に転じ、2005 年の資源量は 1987 年に比べ 15％と依然低位です。0 歳加入は 1999 年

級以降上向きでしたが、2004 年の加入は少なく、動向は減少とみられます。水産庁が

定めた基準のうち、親魚量を未開発時の 30%に維持する漁獲方策に基づくと、2007 年の

生物学的許容漁獲量は 630 トンと推定されます。これは現在の漁獲圧力を半減すること

に対応します。この方策をとると、資源回復は早いのですが、漁獲圧力の大きな削減は

難しいのが現実です。 

 

５．資源回復に向けた取り組み 

現行の管理施策は春・秋の漁期短縮、流し網の網目拡大、種苗放流などから成ります。

1998 年以降資源管理がなされていなければ、2005 年の資源量は現状より 40％減（2,355

→1,409 トン）、漁獲量は 50％減（1,210→620 トン）であったと推定されます。なお 2002

～2005 年の間の資源量増大には、網目規制が 7％、種苗放流が 9％、その他の措置が 84％

貢献したと評価しています。 

 種苗放流に関し、小型(40mm）を 2週間中間育成すれば大型(100mm）となります。中間

育成での生残率は高いですし、放流後の再捕率は大型種苗が小型種苗の 4 倍ですから、

中間育成して放流するのが有利です。ここ 4年で大型種苗を 10 万尾放流する目途がほぼ

たちました。今後は 15～20 万尾の放流が目標とされています。 

 放流魚を受精卵やふ化仔魚の段階で ALC（染料）を入れた液に浸け、標識付けておき

ます。漁獲魚の耳石を蛍光顕微鏡で見ると、標識魚であればオレンジ色に蛍光します。

漁獲尾数に占める放流魚の割合から放流由来の漁獲量を知ることができます。放流魚の

漁獲量は 1999 年以降年間 0.7～135 トン(2005 年までの 3 年間の平均で 77 トン)、漁獲

量に占める割合を 0.1～11％と推定しました。 

放流では遺伝的多様性を損なわないことが重要です。また有標識率が 2 歳以上で低く

なる傾向が伺えるので、この原因の解明が課題です。 

 

６．2007 年以降の管理について 

2005 年までの漁獲データを使用し、2006 年は現状維持、2007 年から管理施策別に資

源予測を行って、資源量の推移を検討し、資源回復効果を予測しました。 

管理施策として、①網目規制、②漁期制限、③現行規制（①＋②）、④10%又は 20%の

努力量削減に、⑤種苗放流（全長 100mm サイズの資源添加効率を 0.52 とし、15 万尾放

流）を組み合わせた 7つのシナリオをとりあげました。 

計算方法は省略しますが、管理効果は 15 万尾放流、網目規制、漁期制限、現行規制（網

目＋漁期）の順に高い結果を得ました。2006 年から 2011 年までの資源量と漁獲量の変

化量がほぼ 0 かプラスであるのはシナリオ 5～7 の場合でした。この試算を参考に 2007

年以降の管理措置を検討するよう国、関係府県及び漁業者に要請しています。 

 

［おわりに］ 

サワラ親魚は近年若齢化し、年齢構成が単純化していますので、環境変動の影響を受

けやすくなっているように感じます。回復計画への取り組みは漁業者に経営的いたみを

強いるため、容易ではありませんが、少なくとも現在の資源回復措置を 2007 年以降も継

続し、資源状況を見守るべきと考えます。水産研究所ではサワラ資源の状況を継続して

把握し、漁業者や国・府県の行政へ適切な管理措置を提言できるよう努力します。 


